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看護師向け講習会

座長：木村　秀実　先生　　埼玉協同病院　内科病棟
　　

第 1 部

演題１　自己血輸血Ｑ＆Ａ集
　　　　　

演者：池淵　研二　丸木記念福祉メディカルセンター　内科

スライド1

スライド2

スライド3

自己血輸血 Q&A 集が HP にアップされました
のでご紹介します。

この場所に埼玉県合同輸血療法委員会のホーム
ページの入り口があります。

この画面は埼玉県赤十字血液センターのホーム
ページです。

このページを下の方に送っていただきますと、
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スライド4

スライド7

スライド8

これが埼玉県合同輸血療法委員会のホームペー
ジですが、この中に Q&A や動画を掲載していま
す。

Q&A のところをクリックしていただいて、 このページは大項目「自己血輸血の説明・同意
書・スケジュール」の小項目を示す画面ですが、
この中で例えば「ウイルス感染陽性者は採血でき
ませんか？」のところをクリックしていただきま
すと、

ウイルス感染陽性者の採血は OK ですが、その
保存条件については、他の感染症陰性の患者の自
己血とは区別して保冷庫に入れるように、といっ
た解説を写真入りでしています。

スライド5

ここに自己血輸血に関する Q&A を掲載してい
ます。

スライド6

ここに 9 つの大項目があり、それぞれをクリッ
クしていただきますと、それ関する Q&A が出て
まいります。

検索キーワードの部分に「不規則抗体」や「鉄
剤」「エリスロポエチン」「シーラー」などの単語

を入れて検索すると、該当するページを探すこと
ができるようにも工夫しました。
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スライド9

スライド12

スライド13

スライド10

スライド11

また、こちらは「自己血採血の流れをビデオで
説明したいのですが、市販のものを紹介してくだ
さい」のページですが、埼玉県合同輸血療法委員
会のホームページのトップページに「動画」とい
うところがあり、その中に自己血採血に関する動
画を掲載していますので、それを参考にしていた
だければ、解答しています。

消毒方法については、ポピドンヨードでは 2 分、
ポピドンヨードアルコールの場合は 30 秒以上で
消毒効果があることを説明しています。よくある
失敗として、指先を消毒して採血部位を触るとい
う事は良くない、ということを注意喚起していま
す。

ペアンについては、金属製のペアンを使用する
としっかり閉鎖されてしまい逆血が見えにくい場
合がありますので、プラスチックのペアンの方が
良いのではないか、という提案をしています。

こちらは「問診項目と迷う事項」のページで
すが、時々、皆さんが困るような内容について
Q&A を掲載しています。

「採血準備・消毒法・採血装置・採血実施」に

ついては数多くの小項目、Q&A を掲載しており
まして、皮膚の消毒法やペアンの種類、固定方法
について説明しています。
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スライド14

スライド15

スライド17

スライド18

スライド16

また、針が血管に入っても、血液が流れない、
流れにくい場合は、この写真にありますように
オーム型のテープの固定をしますと針先が血管の
中で安定して固定できるということを紹介してい
ます。

こちらのページでは採血困難時の工夫点や、採
血、途中で止まった場合の対応、採血にどのくら
いの時間をかけて良いのか、といった内容を紹介
しています。

「採血バッグにどれくらいの血液が採血できれ
ば使用可能ですか？」についてよく質問がありま
すが、日本赤十字社が事業学会で発表したデータ
がありまして、バッグの容量の半分以上採血が出
来ていれば、輸血製剤として有効である、という
内容を紹介しています。逆に、過量に採れた場合
は、400 ｍ L のバッグであれば 440 ｍ L までで
あれば利用できることを紹介しています。

採血困難時の工夫としては、例えばテープをはが
して少しだけ穿刺針の角度を変えるとか、あるいは
少し針を引くとか、血管を突き破ってしまうため、
決して針を先に進めないようにと紹介しています。
自動採血装置を用いた場合は、吸引のレベルを「オ
フ」から「弱」にしたり、逆に「弱」から「オフ」
にしたりする工夫について紹介しています。

採血が中断してしまった場合の工夫について
は、このように少し詳しく説明しています。

可能であれば同じ採血者の穿刺は 2 回までと
して、このような場合は採血する人も患者さんも
ストレスがかかっていますので、この後続けて穿
刺してもうまくいかないだろうと思われますの
で、採血者を替えるとか、あるいは休憩すること
をアドバイスしています。
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スライド19

スライド20

スライド21

スライド22

スライド23

このページでは採血後の輸液と注意事項につい
て、何をどのような速度で輸液したら良いか、と
いう質問が時々ありますので紹介しています。

ブドウ糖溶液や電解質が入った輸液よりは、
生理食塩液を採血が 400mL であれば 500mL、
200mL であれば 250mL を輸液しましょうとい
う解答になっています。そして、写真に示して
いますようにクレンメは開放の状態で、輸液が 1
本の線に見えるような速度、500mL であれば 10
分程度で終了してしまうような速さで輸液しても
私の経験上悪影響はない、という事を紹介してい
ます。ただし、輸液が冷たい場合は急速に入ると
穿刺部に少し違和感を覚えることがありますの
で、その場合には穿刺部の少し上をホットパック
で温めるといった工夫があります、という説明し
ています。

VVR については皆さんも経験されることがあ
るかと思いますが、

その様な患者さんには、基本的には自己血を使
わずに日赤血を使うことを勧めるのですが、ご本
人の希望が強い場合には、ストレスを和らげるた
めに会話を弾ませるとか、ペンレステープを使用
して表面麻酔を行ってから穿刺をしたりとか、工
夫が出来ることを紹介しています。

自己血の返血時の注意については、私の経験か
ら少し紹介します。
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スライド24 スライド26

スライド25

スライド27

この写真のように、普段私たちが使用している
赤血球製剤は血漿分少ないので薄くなっています
が、自己血は全血のため抗凝固剤と 400mL の全
血が入って血液バッグがパンパンになっていま
す。なので、自己血を点滴台に吊り下げて下から
輸血セットを接続すると、大体は穿刺時に血液が
漏れ出ます。よって、輸血セットは平らなところ
に静置して、水平に穿刺することを推奨していま
す。

また、漏れが起きた場合にどうするのか、棄て
るわけにはいきませんので、その漏れた穿刺孔は
しっかりクランプして、残ったもう一方の穿刺孔
から漏れないように穿刺して自己血を有効に使用
することを紹介しています。

もう一つ Q&A について紹介したいことは、こ
こに掲載したこと以外で、現場でお困りのことが
あった場合には、こちらの事務局あてに質問を寄
せていただきたいとお願いしています。

小児、妊婦、あるいは高齢者の場合の自己血輸
血についても、時々質問がありますので、Q&A
を掲載しています。

頂いた質問については、自己血輸血小委員会で
回答を考えてこの自己血 Q&A を更にブラッシュ
アップしていきたいと考えています。

どうぞ、みなさんこの自己血 Q&A をご活用く
ださい。

ありがとうございました。


